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（５）国際交流を先導する地域

経済社会のグローバル化が進む中で、産業面では国際競争力強化の観点など

から、近年では東アジアを中心とした海外進出が進み、国際分業体制が定着し

つつある。

生活物資の東アジアからの輸入依存も高まり、ビジネス、観光等の様々な人

的交流も進んできているなど、九州のみならず我が国の経済発展を図っていく

ため、東アジア諸国とのより一層の緊密な交流が求められる。

歴史的、地理的に東アジアとの繋がりが強い九州の交流範囲は、韓国との交

流を基軸に中国東北部を含めた環日本海から、環黄海、台湾・香港に至る東ア

ジア諸国へと拡大している。そして、東アジアを中心としてアメリカ、ヨーロ

ッパなど世界各地との国際交流が深まっていく。九州は、このような様々な経

済圏の核として東アジアとの一体的発展に向けた国際交流を先導する地域を目

指していく。

図 東アジア多頻度交流ネットワークイメージ
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